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春
の
ぶ
ら
り
ウ
ォ
ー
ク

晴
れ
と
満
開
を
確
認
し
て
、
４
月
４
日
、

13
名
の
参
加
を
得
て
、
丹
波
篠
山
城
跡
と
そ

の
周
辺
へ
Ｊ
Ｒ
で
出
掛
け
ま
し
た
。

日
本
の
春
は
桜
。
厳
寒
に
耐
え
春
を
待
ち

わ
び
た
、
今
年
の
ナ
ル
ク
大
阪
南･

北
拠
点
合

同
の
恒
例
の
花
見
で
あ
る
。

丹
波
路
快
速
で
大
阪
か
ら
篠
山
口
ま
で
一

時
間
ほ
ど
、
三
田
か
ら
篠
山
口
ま
で
窓
外
は

満
開
の
桜
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
が
続
く
。
三
田

か
ら
は
各
駅
停
車
で
貸
切
状
態
の
車
内
で
宴

会
を
開
き
た
い
ほ
ど
の
列
車
旅
で
あ
る
。

篠
山
は
、
周
囲
が
山
に
囲
ま
れ
た
盆
地
で
、

ぼ
た
ん
鍋
・
山
芋
・
黒
豆
・
栗
と
美
味
し
い

も
の
が
一
杯
。

黒
豆
ソ
フ
ト
を
食
し
つ
つ
、
ゆ
る
や
か
な

坂
を
上
り
城
址
へ
、
焼
失
し
て
城
は
無
い
が
、

石
垣
が
当
時
を
偲
ば
せ
る
。
刻
印
さ
れ
た
石

も
見
ら
れ
る
。
徳
川
家
康
が
短
期
間
で
築
か

せ
、
西
国
の
守
り
と
し
て
実
子
を
初
代
藩
主

と
し
た
。

花
吹
雪
の
舞
う
桜
の
下
で
昼
食
。
人
が
少

な
く
、
の
ん
び
り
と
楽
し
く
過
ご
せ
る
。
町

の
中
は
水
曜
定
休
日
の
所
も
あ
っ
た
が
、
皆

そ
れ
ぞ
れ
買
い
物
を
す
る
。

帰
路
は
、
篠
山
川
沿
い
の
桜
並
木
が
続
く

桜
の
下
を
、
ウ
グ
イ
ス
の
鳴
き
声
を
何
度
も

聞
き
な
が
ら
、
遠
く
の
山
並
み
・
川
の
流
れ
・

可
憐
な
草
花
を
眺
め
、
堪
能
す
る
。

夏
は
デ
カ
ン
シ
ョ
祭
り
。
秋
は
黒
豆(

え
だ

ま
め)

の
収
穫
祭
、
枝
豆
は
最
高
！

今
年
の
冬
に
、｢

ぼ
た
ん
鍋｣

を
食
べ
に
行

き
ま
せ
ん
か
。
春
日
神
社
の
桜
の
下
で
の
能

舞
台
、
河
原
町
妻
入
商
家
群
等
ひ
な
び
た
山

里
で
す
が
、
楽
し
め
ま
す
。

満
開
桜
に
囲
ま
れ
た
楽
し
い
一
日
で
し
た
。

皆
様
お
疲
れ
様
で
し
た
。

＊
篠
山
城
址
の
桜
は
、
大
正
天
皇
の
即
位
を

祝
っ
て
植
樹
さ
れ
た
。
害
虫
、
病
気
が
目
立
っ

た
が
、
商
工
会
青
年
部
の
人
達
が
、
お
世
話

を
し
て
現
在
に
至
る
。

＊
残
念
！
見
頃
の
時
期
、
一
般
公
開
さ
れ
る

市
長
室
か
ら
素
晴
ら
し
い
桜
が
見
ら
れ
る
。

藤
井

美
智
子(

記)

事
務
局
か
ら

お
礼
！

藤
井
様
の
お
嬢
様(

篠
山
城
跡
の
街
中
に
お

住
ま
い)

か
ら
、
缶
ビ
ー
ル
を
差
し
入
れ
て
頂

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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★｢

運
営
委
員
会｣

日
時
：
５
月
18
日(

金)

10
時
～
12
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

オ
ー
プ
ン
な
運
営
で
す
。
拠
点
の
実
状

(

窮
状)

を
よ
く
理
解
で
き
る
の
で
、
一
般
会

員
の
方
も
遠
慮
な
く
ご
参
加
下
さ
い
。

★｢

寄
付
の
お
礼｣

橋
本
悦
子
様
か
ら
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎時間預託提供活動

時 間 ５３時間
提供者 １６人

利用者 １２人

◎奉仕活動

時 間 ９８時間
提供者 ３５人

◎会員数 入会 ０世帯 ０人

退会 ０世帯 ０人

◎月末会員数 ２０５世帯

２７３人

３月度 会員動向

お
知
ら
せ

山
里｢

篠
山｣

の
お
花
見



ナ
ル
ク
本
部
旅
行

参
加
報
告

３
月
と
は
い
え
、
大
阪
の
気
温
は

真
冬
並
み
の
朝
、
死
ぬ
ま
で
に
一
度

は
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
た
、
念
願

の｢

石
垣
島
旅
行｣
の
始
ま
り･

･･

。

参
加
理
由
は
と
も
あ
れ
、
３
月
７

日
、
ウ
キ
ウ
キ
気
分
で
関
空
に
向
か

い
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
15
名
が
参
加

し
、
那
覇
で
東
京
か
ら
の
６
名
と
合

流
し
て
、
空
港
内
で
昼
食
を
取
り
、

い
ざ｢

南
ぬ
島

石
垣
空
港｣

へ･･
･

。

空
港
に
近
く
な
る
と
、
思
っ
て
い

た
以
上
に
南
の
島
は
青
い
、
青
い
。

見
た
こ
と
も
な
い
青
さ
で
す
。

最
初
に
訪
れ
た
場
所
は
、
石
垣
島

の
代
表
的
な
建
物
を
移
築
や
復
元
し

た
民
家
群
の｢

石
垣
や
い
ま
村｣

。

こ
こ
で
は
伝
統
的
民
家
で
琉
球
衣
装

を
ま
と
い
、
ハ
イ
ポ
ー
ズ
！

リ
ス
ザ
ル
の
森
も
有
り
、
南
国
ム
ー

ド
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
ホ
テ
ル
で
は
、
沖
縄
民
謡

シ
ョ
ー
を
み
な
が
ら
泡
盛
を
飲
み
琉

球
料
理
を
堪
能
し
、
シ
ョ
ー
の
後
は
、

参
加
者
一
人
ず
つ
の
自
己
紹
介
を
聞

き
皆
さ
ん
の
人
と
な
り
を
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
曇
り
空
で
し
た
が
、
島

内
の
景
色
の
良
い
と
こ
ろ
を
何
ヶ
所

か
案
内
し
て
も
ら
い
、
移
動
中
は
ガ

イ
ド
さ
ん
の
石
垣
島
の
伝
説
や
三
線

の
弾
き
語
り
で
島
を
感
じ
、
午
後
は

こ
の
日
の
メ
イ
ン
で
あ
る｢

川
平
湾｣

グ
ラ
ス
ボ
ー
ト
で
国
立
公
園
の
海
の

中
を
水
中
散
歩
。

乗
船
者
か
ら
は
思
わ
ず
〝
そ
こ
で

止
ま
っ
て
！
〟
と
ガ
イ
ド
さ
ん
に
注

文
が
出
ま
す
が
、
〝
船
は
車
み
た
い

に
ブ
レ
ー
キ
は
無
い
の
で
無
理
は
言

わ
な
い
で
ね
～
〟
と
、
軽
～
く
あ
し

ら
わ
れ
ま
し
た
。
あ
れ
も
こ
れ
も
沢

山
見
た
い
と
い
う
観
光
客
が
多
い
の

だ
そ
う
で
す
。
あ
っ
と
い
う
間
の
45

分
間
で
し
た
。

バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
〝
川
平
湾

は
い
つ
見
て
も
絵
は
が
き
と
同
じ
で

す
〟
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
〝
そ
ん

な
訳
、
無
い
だ
ろ
！
〟
と
乗
船
し
ま

し
た
が
、
裏
切
り
ま
せ
ん
南
の
海
は
。

も
ら
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ま
ん
ま

で
し
た
。
水
中
散
歩
の
余
韻
の
ま
ま

ホ
テ
ル
へ
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
。

三
日
目
の
最
終
日
は
、
高
速
船
で

石
垣
港
か
ら｢

西
表
島｣

へ
。
西
表
島

の
大
原
港
か
ら
ク
ル
ー
ズ
船
に
乗
り

換
え
、
仲
間
川
の
天
然
記
念
物
の
ヤ

エ
ヤ
マ
ヤ
シ
の
群
落
と
マ
ン
グ
ロ
ー

ブ
ク
ル
ー
ズ
を
楽
し
み
、
ま
た
、
こ

の
仲
間
川
に
は
手
の
ひ
ら
よ
り
大
き

な｢

し
じ
み｣

が
生
息
し
て
い
る
事
を

聞
き
、
ビ
ッ
ク
リ
！

そ
の
後
は
バ
ス
で
少
し
移
動
し
、

西
表
島
の
浅
瀬
か
ら
水
牛
車
に
ゆ
ら

れ
15
分
ほ
ど
で｢

由
布
島｣

へ
。

こ
の
牛
が
一
人
前
の
牛
車
引
き
に

な
る
に
は
、
生
後
２
～
３
ヶ
月
か
ら

訓
練
を
受
け
て
行
く
そ
う
で
す
。

南
国
の
お
花
の
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
・

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
な
ど
が
咲
き
乱
れ

る
温
室
が
あ
っ
た
り
、
由
布
島
に
は

ガ
ジ
ュ
マ
ル
の
木
も
し
っ
か
り
根
付

い
て
い
て
島
内
を
ゆ
っ
た
り
散
策
し

て
南
の
島
旅
行
は
終
了
。

帰
り
の
飛
行
機
は
、
関
空
に
夜
遅

く
到
着
し
た
が
、
最
終
電
車
を
乗
り

継
ぎ
何
と
か
無
事
帰
宅
し
ま
し
た
。

高
野

圭
子(

記)

石
垣
島
旅
行
記

北
海
道
の
旅

四
方
山
話
Ⅰ

小
樽
で
高
い
お
寿
司(

大
阪

の
方
が
な
ん
ぼ
か
美
味
し
い
！)

を
食
べ
て｢

お
た
る
水
族
館｣

で｢

ト
ド｣

の
演
技
な
ど
を
見

た
後
、｢

な
な
か
ま
ど｣

の
真
っ

赤
な
実
が
鈴
な
り
の
街
路
樹

を
眺
め
な
が
ら
、
余
市
方
面

へ
向
か
う
。
ほ
ど
な
く
右
折

し
、
峠
越
え
の
曲
が
り
く
ね
っ

た
細
い
デ
コ
ボ
コ
地
道
で
、

〝
こ
ん
な
先
に
、
ホ
ン
ト
に

あ
る
ん
か
？
副
社
長
！
〟
と

我
が
家
の
社
長
。
20
分
程
、

悪
路
を
七
曲
り
し
下
る
と
海

が
見
え
て
き
た
。

た
ど
り
着
い
た
海
岸
線
の

高
台
に
、
幽
霊
屋
敷
跡
を
思

わ
せ
る｢

オ
タ
モ
イ
遊
園
地
跡｣

が
あ
っ
た
の
だ
。

〝
誰
が
こ
ん
な
断
崖
絶
壁
に
、

広
い
遊
園
地
を
作
っ
た
ん
や
？

副
社
長
！
〟
歌
手｢

北
原
ミ
レ

イ｣

の
唄｢

石
狩
挽
歌｣

に
出
て

く
る｢

オ
タ
モ
イ
岬｣

だ
。

昔
、
小
樽
の
に
し
ん
富
豪

が
〝
小
樽
に
は
、
何
も
な
い

か
ら
〟
と
作
っ
た
そ
う
な
。

遊
郭
も
あ
っ
た
、
一
大
伽

藍
。
残
念
な
が
ら
、
火
事
で

焼
失
し
、
今
は
立
ち
入
り
禁

止
だ
が
、｢

中
華
風
の
門
、
展

望
台｣

ら
し
き
建
物
だ
け
が
遠

望
で
き
る
が
、
看
板
か
ら
は
、

往
時
の
遊
園
地
建
物
群
が
偲

ば
れ
る
。

そ
の
日
の
夜
は｢

サ
ッ
ポ
ロ

ビ
ー
ル
園｣

に
繰
り
出
し
た
。

野
球
場
ほ
ど
の
広
大
な
敷

地
に
値
段
に
応
じ
た
多
様
な

建
物
群
。
雰
囲
気
は
良
く
、

一
見
の
価
値
あ
り
。

〝
美
味
し
い
の
は
、
ビ
ー
ル

だ
け
や
っ
た
な
、
副
社
長
！

〟
次
の
日
は
、
日
本
海
沿
い

｢

オ
ロ
ロ
ン
街
道｣

｢

に
し
ん
街

道｣

を
北
進
。
宿
泊
地｢

留
萌｣

の
手
前
で
立
寄
っ
た
「
増
毛

町｣

が
グ
ー
で
、
お
勧
め
で
す
。

次
回
は｢

増
毛
町
と
旭
山
動

物
園｣

で
す
。稲

本

祐
二(

記)
オ
タ
モ
イ
岬
と

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
園

右が筆者

ビール園



復
刻
版

シ
リ
ー
ズ

す
べ
て
に
優
先
し
て
、｢

眠
る｣

と
い
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

｢

寝
る
子
は
育
つ｣

と
い
う
諺
が
あ
り
ま
す
。
睡
眠
中
に
成
長

ホ
ル
モ
ン
が
出
て
、
昼
間
に
出
来
た
傷
が
修
復
さ
れ
、
肌
が

き
れ
い
に
保
た
れ
、
免
疫
力
が
高
ま
り
、
細
菌
は
退
治
さ
れ

ま
す
。
健
康
に
、
精
神
に
、
美
容
に
良
い
こ
と
は
は
っ
き
り

し
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
が
最
近
、
睡
眠
障
害
を
訴
え
る
人
が
急
増
し
、
厚

生
労
働
省
で
は
特
別
に
こ
れ
の
研
究
班
を
作
り
、
対
策
を
講

じ
て
い
る
ほ
ど
で
す
。
そ
の
調
査
で
は
、
日
本
人
の
五
人
に

一
人
が
睡
眠
障
害
に
当
て
は
ま
る
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。

こ
の
中
で
最
も
怖
い
の
は｢

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群｣

と
言

わ
れ
、
睡
眠
中
に
一
時
呼
吸
が
止
ま
る
疾
患
で
す
。

夜
間
に
布
団
の
中
に
い
る
時
間
が
長
く
て
も
、
実
は
十
分

に
睡
眠
が
取
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
日

中
に
睡
魔
に
襲
わ
れ
、
居
眠
り
運
転
な
ど
の
事
故
に
つ
な
が

る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
大
き
な
鼾
は
、
こ
の
症
候
群
の
一
つ

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
高
鼾
は
豪
傑
の
象
徴
と
言
わ
れ
た
時
代

は
ど
う
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

仕
事
上
や
人
間
関
係
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
複
雑
な
家
庭
事
情
、

金
銭
問
題
等
々
、
ス
ト
レ
ス
を
生
む
要
素
は
限
り
が
あ
り
ま

せ
ん
。
ス
ト
レ
ス
解
消
法
は
、
そ
の
程
度
に
よ
り
、
ま
た
性

格
に
も
よ
り
異
な
っ
て
き
ま
す
。
太
古
の
昔
か
ら
人
類
、
い

や
他
の
動
物
た
ち
も
悩
ん
で
来
た
こ
と
で
す
。
少
し
で
も
、

例
え
ば
五
分
で
も
十
分
で
も
読
書
や
テ
レ
ビ
に
夢
中
に
な
り
、

問
題
を
完
全
に
忘
れ
去
る
時
間
を
持
つ
こ
と
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
映
画｢

風
と
共
に
去
り
ぬ｣

で
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・
オ
ハ

ラ
は
〝
明
日
は
明
日
の
風
が
吹
く
〟
と
言
っ
て
寝
て
し
ま
い

ま
し
た
。
こ
こ
ま
で
出
来
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

く
よ
く
よ
悩
ま
ず
、
体
の
求
め
に
応
じ
て
眠
り
、
朝
は
決

ま
っ
た
時
間
に
起
き
、
太
陽
光
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
る
。
こ

う
し
て
豊
か
な
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。

三
浦

健(

記)

絵手紙 (岩佐 康男)

睡

眠

障

害

吉
川

弘
美

・
一
陣
の
風
に
始
ま
る
花
吹
雪

・
夜
桜
の
影
の
揺
れ
つ
つ
濠
の
水

藤
田

多
栄
子

・
打
ち
寄
せ
る
波
光
ら
せ
て
春
の
風

金
本

美
智
子

・
幸
せ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
や
桜
咲
く

須
見

敏
江

・
人
の
世
の
修
羅
乗
り
越
え
て
雛
飾
る

森
下

和
子

・
亀
鳴
く
や
水
の
匂
へ
る
彼
岸
入

高
田

敏
雄

・
春
の
川
そ
の
ゆ
き
先
の
瀬
音
か
な

・
す
れ
ち
が
ふ
僧
初
蝶
と
消
え
に
け
り

前

た
も
つ

・
三
歳
も
八
十
歳
も
よ
く
転
ぶ

・
終
章
は
夕
陽
き
れ
い
な
町
に
住
み

俳
句
・
川
柳

健
康
寿
命
を
延
ば
そ
う

何
も
し
な
け
れ
ば
、
脳
の
老
化
は
50
歳
代
ぐ
ら
い
か
ら
加
速

す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
脳
に
は
使
わ
れ
て
い
な

い
神
経
細
胞
が
多
く
眠
っ
て
い
る
の
で
、
使
い
方
に
よ
っ
て
は
、

何
歳
に
な
っ
て
も
変
化
し
、
成
長
し
て
い
く
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
〝
考
え
る
〟
〝
見
る
〟
〝
聞
く
〟
〝
運
動
す
る
〟

〝
記
憶
す
る
〟
な
ど
、
私
た
ち
が
何
か
を
す
る
と
き
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
脳
の
異
な
る
部
位
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
の
、

い
つ
も
と
違
う
部
位
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
脳
の
マ
ン
ネ
リ
化

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

Ｑ
１
：｢

軽
度
認
知
障
害(

Ｍ
Ｃ
Ｉ)

｣

と
は
？

認
知
機
能
が
年
齢
相
応
の
レ
ベ
ル
よ
り
も
低
下
し
て
い
る
状

態
で
、
日
常
生
活
は
基
本
的
に
正
常
に
送
れ
ま
す
が
、
電
話
を

か
け
た
り
、
ス
イ
ッ
チ
類
の
取
り
扱
い
が
し
づ
ら
く
な
っ
た
り

し
ま
す
。
５
年
後
に
は
半
数
の
人
が
認
知
症
に
進
む
と
い
う
報

告
も
あ
り
、｢

軽
度
認
知
障
害｣

の
段
階
か
ら
予
防
が
必
要
だ
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
２
：｢

物
忘
れ
外
来｣

を
受
診
す
る
目
安
は
？

数
ヶ
月
の
間
に
急
に
、
も
の
忘
れ
が
激
し
く
な
っ
た
場
合
は

要
注
意
で
す
。
ま
た
、
何
か
を
丸
ご
と
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る

場
合
も
、
早
め
の
受
診
を
お
す
す
め
し
ま
す
。｢

テ
レ
ビ｣

や

｢

み
か
ん｣

な
ど
、
あ
り
ふ
れ
た
も
の
の
名
前
が
出
て
こ
な
い
場

合
も
早
め
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
症
状
に
よ
っ
て
は
、
早
期
に

対
処
す
れ
ば
改
善
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
３
：
日
本
人
の
多
い
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
な
る
原
因
は
？

発
症
す
る
原
因
は
、
ま
だ
は
っ
き
り
と
解
明
さ
れ
て
は
い
ま

せ
ん
。
一
般
的
に
は
、
脳
の
神
経
細
胞
の
周
辺
に｢

老
人
斑｣

の

発
生
な
ど
に
よ
り
、
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ｑ
４
：
脳
の
健
康
の
た
め
に
よ
い
運
動
は
？

ま
ず
歩
く
こ
と
で
す
。
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、
周
囲
の

景
色
を
な
が
め
た
り
、
自
然
を
感
じ
な
が
ら
歩
い
た
り
す
る
こ

と
が
脳
へ
の
よ
い
刺
激
に
な
り
ま
す
。

毎
日
新
聞
の
健
康
質
問
箱(

４
月
版)

よ
り
抄
録

脳

を

鍛

え

る



★｢

大
阪
城
公
園
ク
リ
ー
ン
作
戦｣

日
時
：
５
月
16
日(

水)

９
時
50
分
～
12
時

集
合
：
青
屋
門
前(

大
阪
城
ホ
ー
ル
南
側
道
路
付
近)

申
込
：
北
拠
点
事
務
所

天
気
：
雨
天
延
期[

５
月
23
日(

水)

へ]

★｢

第
６
回
皐
月
会｣

日
本
画
展

日
時
：
５
月
17
日(

木)

～
20
日(

日)

、
11
時
～
18
時

(

初
日
は
13
時
か
ら
、
最
終
日
は
16
時
迄)

場
所
：
白
雲
ビ
ル｢

ギ
ャ
ラ
リ
ー
白
雲｣

(

電
話
：
０
６-

６
３
４
１-

５
５
７
１)

説
明
：
ナ
ル
ク
副
会
長
で
日
本
画
家
の
寺
井
正
治
さ
ん

(

西
区)

が
出
展
さ
れ
ま
す
。

■
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

教
室

日
時
：
５
月
９
日(

水)

、
13
時
半
～
15
時
半

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

教
材
：｢
コ
イ
ン
ケ
ー
ス｣

(

５
０
０
円)

■
介
護
予
防
＆
脳
ト
レ
運
動

教
室

日
時
：
５
月
24
日(

木)

、
14
時
～
15
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

内
容
：
主
テ
ー
マ｢
ボ
デ
ィ
マ
ッ
サ
ー
ジ｣

■
健
康
麻
雀
初
級

教
室

日
時
：
５
月
26
日(

土)

、
13
時
半
～
16
時
半

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
Ａ(
従
来
通
り)

日
時
：
５
月
５
日(

祝
・
土)

、
５
月
19
日(

土)

、

６
月
２
日(

土)

、
13
時
～
18
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン

同
好
会
Ｂ(

新
規
開
催)

開
店
し
た
ば
か
り
の
店
で
麻
雀
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
！

日
時
：
５
月
12
日(

土)

、

13
時
～
18
時

場
所
：｢

麻
雀

ア
ス
テ
ー
ル｣

中
央
区
島
町
２-

４-

４
大
阪
清
飲
会
館
２
階

(

電
話
：
０
６-

６
９
４
０-

４
５
６
２)

□
民
踊

同
好
会

日
時
：
５
月
８
日(

火)

・
５
月
29
日(

火)

、

６
月
12
日(

火)

、
13
時
～
15
時

場
所
：｢

阿
倍
野
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー｣

４
階･

室
１

□
オ
モ
チ
ャ
作
り

同
好
会

日
時
：
５
月
８
日(

火)

、
13
時
～
16
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
手
編
み

同
好
会

日
時
：
５
月
16
日(

水)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会

日
時
：
５
月
18
日(

金)

、
13
時
～
18
時

場
所
：｢

コ
ー
ト
・
ダ
ジ
ュ
ー
ル｣

(

鶴
橋
店)

□
俳
句

同
好
会

日
時
：
５
月
19
日(

土)

、
10
時
～
12
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

□
絵
手
紙

同
好
会

日
時
：
５
月
21
日(

月)

、
14
時
～
16
時

場
所
：
北
拠
点
事
務
所

催
事

ご
案
内

教
室･

同
好
会

ご
案
内

社
協
催
事

出
展
案
内

今
年
も
５
月
13
日(

日)

、
10
時
～
15
時
、
空
堀
商
店
街

が
再
び｢

ボ
ラ
ほ
り
商
店
街｣

に
！

お
店
の
軒
先
を
お
借

り
し
て
、
情
報
発
信
し
た
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
や

市
民
活
動
団
体
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
た
い
人
と
を
結

ぶ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
会
い
市
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

大
阪
北
拠
点
も
昨
年
に
引
き
続
き
参
加
し
、
ナ
ル
ク
の

活
動
や
教
室
・
同
好
会
な
ど
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。

地
道
な
活
動
で
す
が
、

今
後
も
継
続
し
て
参
加
し

て
一
人
で
も
多
く
の
会
員

獲
得
に
つ
な
げ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
皆
様
も

是
非
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
。

第
４
回

ボ
ラ
ほ
り
商
店
街
～

か
ら
ほ
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
出
会
い
市

四つ橋線｢西梅田｣駅から

南西方向へ(徒歩約５分)

地下鉄谷町線｢天満橋｣駅

４番出口から西へ(徒歩約６分)


